














香芝市議会議長 川田 裕 殿

香芝市長 三 橋 和

令和 6年 7月 16日 付け中井政友議員の文書質問に対し、別紙回答書を送付
する。
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中井政友議員提出の文書質問に対する回答書

1(1)について

消費生活相談窓国の設置の目的は、市民の消費生活の安全・安心をよリー

層確保するためである。

1(2)について

令和 5年度の相談件数は、香芝市消費生活センターが 249件 、奈良県中
南和相談所が 168件 、奈良県消費生活センターが 140件 (奈良県中南和
相談所及び奈良県消費生活センターの相談件数は香芝市民のみ)である。

10について
お尋ねの趣旨が必ず しも明らかではないが、香芝市消費生活センターから

個別に注意喚起のメールを送ることはない。

1(4)について

香芝市消費生活センターは、パー トタイムの会計年度任用職員 2人を相談

員として雇用 し各 日1人体制で、月曜 日、火曜 日、水曜 日及び金曜 日に、 1
0時から12時まで及び 13時から14時まで受付 している。また、広陵町
とは相互連携体制を構築 してお り、相談員 1人を各 日一人体制で、木曜 日に、

10時から12時まで及び 13時から15時まで受付 している。
なお、相談員の配置に当たつては、各自治体で個別に雇用 し、配置 しでい

る。

また、近隣市の状況は次表のとお りである。

相談員 人数体制 曜 日 時間

大和高田市 2人 1人体制 月～金
10時～ 12時
13時～ 16時

葛城市 2人 1人体制 月 10日寺-1 6日寺

橿原市 5人 2人体制 月～木
lo日寺⌒ψ1 2日寺、

1 3日寺-1 5日寺30分

桜井市 3人 2人体制 月～水、金 10時～ 15時 3o分

1(5)について



・  消費生活相談窓口を設置 していることについては、本市ホームページ、広
報紙及び啓発物品の配布により周知を行つている。

特に広報紙による周知は、事例等の紹介やお知 らせを年 2回行つているた

め、市民には広く知っていただいているものと考えている。

1(6)について

奈良県の補助金の縮小に伴い、事業や予算の廃止や縮小も検討 した上で、

可能な限り従来どお りの窓口を継続するため、相談時間の短縮を行った。

1(71について

前記のとお りである。

2(1)について

採用する職員の職種や人数については、本市の判断により決定 している。

2(21について

お尋ねの趣旨が必ず しも明らかではないため、お答えすることは困難である。

2131について

本市において、類似団体と比較 して人数が超過 しているにもかかわらず、

一般行政部門の人数が少なくなつている一因として、民営化が遅れてお りヽ

市立保育所や幼稚園等が多いことにあると考えている。

3(1)について

御指摘の 「定額減税」が「定額減税調整給付金事業」のことを意味すると

すれば、同事業は限られた交付金の中で実施するものであるため、本市 とし

ては、国の仕様書や他市の事例等を参考にしながら総合的に判断 した上で、

最善の方法を採用 したものと考えている。

3121について

お尋ねの趣旨が必ず しも明らかではないが、同事業にかかわらず(本市の

基本的な考え方として、事業をするに当たつては、国の仕様書や他市の事例

等を参考にしながら総合的に判断した上で、最善の方法を採用するように努

めている。



今後においても最善の方法を採用することができるように努めていく。


